
学習指導要領では，４技能を統合的に活用でき

る実践的なコミュニケーション能力を育成し，そ

の基礎となる文法の定着を図るため，両者の指導

を一体的に行うことが求められています。

Departure英語表現Ⅰ・Ⅱはまさに新学習指導

要領に合致した教科書です。その準拠問題集は，

教科書を補完し，コミュニケーション能力（文法

能力，社会言語的能力，方略能力，談話能力）の

効果的な育成を目指しました。

２種類の『グラマーノート』から選べます

表現Ⅰ準拠問題集『グラマーノート・スタンダ

ード』は，左ページに教科書の文法項目の解説，

右ページに語句整序・空所補充・適語(句)選択に

よる確認問題という構成になっています。教科書

１課につき４ページ構成で，教科書では足りなか

った文法解説とその練習問題を豊富にご用意しま

した。

『グラマーノート・ベーシック』は，中学編と

高校編の２部構成になっています。中学編（各章

２ページ構成）では中学の文法項目の復習を扱

い，左ページで文法項目の解説，右ページでその

理解確認問題という構成になっています。高校編

（各章２ページ構成）は教科書の各課に対応した

目次立てで，２ページ見開きすべて練習問題とい

う構成になっており，教科書の例文の定着を図る

問題から，中学編と教科書から得た文法知識を応

用して文法力を鍛える問題までご用意しました。

先生方の指導形態に合わせてどちらかの問題集

を活用していただき，Departure教科書での学習

がより効果的なものとなるよう制作しました。

『ライティング・サポート・ノート』：

英作文力養成から大学入試対応まで

表現Ⅱ準拠問題集『ライティング・サポート・

ノート』は，教科書のPart1と Part2に対応し

たワークブックです。Part1で文法を扱います

が，表現Ⅰの切り口とは異なり，単文の組み立て

に focusしています。つまり，［表現したい内容

のイメージ→適切な語彙と文構造の選択→書く・

話す］という表現プロセスを各課で学習します。

Part1・2共通の目標のひとつは，「言い換え」

（paraphrasing）の方略能力を駆使して，一見難

解な日本語表現でも既知の語彙で表現できるスキ

ルを習得し，speakingやwritingの応用活動の

基礎を構築することです。

Part2の最終目標は，文章に一貫性のある談

話能力を発揮しparagraphで自己表現すること

です。

Departure教科書準拠問題集は，表現Ⅰ・Ⅱを

通して，コミュニケーション能力全般を確実に習

得できるようにデザインされています。また，

『ライティング・サポート・ノート』Part1・2

の advancedページは，大学入試問題を盛り込

み，受験対策としても活用できます。

＊

この度，小社では総合英語参考書『ジーニアス

総合英語』と３種類の準拠テキスト，ワークブッ

クもご用意しました。あわせてご活用いただけれ

ば幸いです（→p.19）。

より使いやすくなった英語教科書改訂のポイント
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